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年少クフス 9 10 19 
年中クラス 15 16 31 
年長クラス 16 15 31 



































し、つ たまに参加 不参加 /:J.. 1=1 
n % n % n % れ % n % 
年少クラス 5 26.3 4 2l.1 5 26.3 5 26.3 19 100.0 
年中クラス 3.3 14 46.7 6 20.0 9 30.0 30 100.0 
年長クラス 2 6.7 10 33.3 10 33.3 8 26.7 30 100.0 
全 {本 8 10.1 28 35.4 21 26.6 22 27.8 79 100.0 
表乙2 休1=1の室内遊びへの参加
いつ たまに参加 不参
n % n % n % n % n % 
年少クラス 5 26.3 4 2l.1 5 26.3 5 26.3 19 100.0 
年中クラス 4 13.8 13 44.8 7 24.1 5 30.0 29 100.0 
年長クラス 4 13.8 12 41.4 6 20.7 7 26.7 29 100.0 
ノーゴ、二 体 13 16.9 29 37.7 18 23.4 17 27.8 77 100.0 
表乙3 日の戸外遊びへの参加
いつも参加 時々参加 たまに参加 不参加 之口』
n % n % n % n % n % 
年少クラス 3 15.8 5 26.3 9 47.4 2 10.5 19 100.0 
年中クラス 3 10.0 17 56.7 6 20.0 4 13.3 30 100.0 
年長クラス 。 10 32.3 11 35.5 10 32.3 31 100.0 
全 体 6 7.5 32 40.0 26 32.5 16 20.0 80 100.0 
p <0.05 
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表2同4 休日の戸外遊びへの参加
いつも参加 1寺々参加i たまに参加 守二 参加l 三';.仁1
n % n % n % n % れ % 
年少クフス 5 26.3 11 57.9 3 15.8 。 19 100.0 
年中クラス 9 29.0 17 54.8 5 16.1 。 31 100.0 
年長クラス 6 19.4 12 38.7 10 32.3 3 9.7 31 100.0 

























1 t.~ 2点 3点 4点 ">. 計じ1
n % n % n % n % n % n % 
年少クラス 2 1 0.5 4 21.1 5 26.3 4 21.1 4 21.1 19 1 00.0 
年1:1クラス 3 1 0.3 3 10.3 10 34.5 3.4 12 41.1 29 1 00.0 
ラス 8 27.6 4 13.8 8 27.6 3 1 0.3 6 20.7 29 100.0 





n % n % 
年少クラス 2 10.5 9 47.4 
年中クラス 3 10.3 13 44.8 
年長クラス 8 27.6 12 41.4 
if: {本 13 16.9 34 44.2 
2)保践者自身の運動・スポーツに対するl毒性
①運動・スポーツの綴i波及びラ実施意識
n % れ % 
8 42.2 19 100.0 
13 44.5 29 100.0 
9 31.0 29 100.0 
30 39.0 77 100.0 
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表ふ1，立運動・スポーツ観戦についての保護者の怠識を，幼児のクラス別に示したものである。その結














n % n % n % n % 
年少クラス 6 31.6 11 57.9 2 10.9 19 100.0 
年1"クラス 9 20.9 18 58.1 4 12.9 31 100.0 
年長クラス 4 12.9 23 74.2 4 12.4 31 100.0 
体 19 23.5 52 64.2 10 11. 1 81 100.0 
表5“2 保護者の運動・スポーツ実施意識
左仁一〉I 
n % n % n % n % 
年少クフス 3 15.8 14 73.7 2 10.5 19 100目。
年r:j:lクラス 13 41.9 14 45.2 4 12.9 31 100.0 
年長クラス 7 22.6 17 54.8 6 22.6 31 100.0 
全 fzド 23 28.4 45 55.6 12 16.0 81 100.0 












n % n % n % 
年少クフス 5 26‘3 14 73.7 19 100.0 
年中クラス 3 9.7 28 90.3 31 100.0 
年長クラス 17 54.8 14 45.2 31 100.0 














加形態ごとに「不参加型 J23.1%， r休日参加型J20.6%， r讃極参加盟J33.3%となり， r不参加型 j
と f積極参加盟」を比較すると主主極的に幼児の遊びに参加している方が全く参加しないよりも好意的意








n % n % n % n % 
不参加盟 7.7 10 76.9 2 15.4 13 100.0 
休日参加型 7 20.6 23 67.6 4 1.8 34 100.0 
積極参加型 9 30.0 17 56.7 4 13.3 30 100.0 
体 17 22.1 50 64.9 10 13.3 77 100.0 
表7-2 参加1形態と運動・スポーツの実施設、識との関係
il 
n % n % n % n % 
不参加型 3 23.1 5 38.5 5 38.5 13 100.0 
休日参加盟 7 20目6 21 61.8 6 17.6 34 100.0 
積極参加l型 10 33.3 18 60.0 2 6.7 30 100.0 










n % n % n % 
不参加型 3 23.1 10 76.9 13 100.0 
休日参加型 8 23.5 26 76.5 34 100.0 
強梅参加型 12 40.0 18 60.0 30 100.0 





















f斗 タト iよj L.， Iご1
n % n % n % 
年少クラス 6 33.3 12 66.7 18 100.0 
年q:1クラス 16 51.6 15 48.4 31 100.0 
クラス 16 51.6 15 48.4 31 100.0 
体 38 47.5 42 52.5 80 100.0 
表10-1 戸外における遊び方の志向性
動的遊び l'ffrl制度ひか L>-i二I
n % n % n % 
年少クラス 16 84.2 3 15.8 19 100.0 
年1:1クラス 30 96.8 3.2 31 100.0 
年長クラス 30 96.8 3.2 31 100.0 
体 76 93.8 5 6.2 81 100.0 
10-2 室内における遊び方の志向i
動的遊び 静的遊び 三』仁I
n % n % n % 
年少クラス 7 36.8 12 63.2 19 100.0 
年中クラス 12 38.7 19 61.3 31 100目。
年長クラス 6 20.0 24 80.0 30 100.0 













表11寸 幼兜の身体活動性得点の分布。 2 
n % n % n % n % n % 
年少クラス 3 16.7 6 33.3 5 27.8 4 22.2 18 100.0 
年1:1クラス 。 1 1 35.5 13 41目9 7 22.6 31 100.0 
年長クラス 3.3 13 43.3 11 36.7 5 16.7 30 100.0 
全 体 4 5.1 30 38.0 29 36.7 16 20.3 79 100.0 
表11-2 幼児の身体活動性の分類
Jlo活動的
n % n % n % 
年少クラス 9 50.0 9 50.0 18 100.0 
年中クラス 1 1 35.5 20 64.5 31 100.0 
年長クラス 14 46.6 16 43.4 30 100.0 
体 34 43.1 45 57.0 79 100.0 
3)運動・運動遊びの相手
幼児が運動・運動遊びをする場合，その相手として誰が多いか l 喬 I~l の問答についてクラス別に示した






友達 {采 者 ノγし1;'月lゴz その他 .6. i二!
n % n % .n % n % η % 
年少クラス 4 21.1 6 31.6 7 36.8 2 10.5 19 100.0 
1='クラス 14 45.1 3 9.7 13 41.9 3.2 31 100.0 
年長クラス 9 29.1 9 29.0 13 41.9 。 31 100.0 
全 {本 27 33.3 18 22.2 33 40.7 つ、〉 3.7 81 100.0 











n % n % n % 
年少クフス 2 10.5 17 89.5 19 100.0 
年中クラス 13 41.9 18 58.1 31 100.0 
年長クラス 24 77.4 7 22.6 31 100.0 












n % n % 
不参加型 5 41.7 7 58.3 
休日参加型 12 35.3 22 64.7 
積僚参加型 19 63目3 11 36.7 



















n % n % n % 
不参加型 。 13 100.0 13 100.0 
休日参加型 8 24.2 25 75.8 33 100.0 
積梅参加梨 15 50.0 15 50.0 30 100.0 










非活動的 活動的 4仁会i 三n一l'
n % n % n % 
不参加盟 7 58.3 5 4l.7 12 100.0 
休日参加型 18 54.5 15 45.5 33 100.0 
積極参加型 8 26.7 22 73.3 30 100.0 
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表17 参加形態と幼児の遊び沖f:1予との関係
友達 保 者 兄弟・
n % n % n % n % n % 
不参加|現 4 30.8 2 15.4 7 53.8 。 19 100.0 
休日参加型 12 35.3 5 14.7 15 44.1 2 5.9 34 100.0 
積極参加盟 1 1 36.6 10 33.3 8 26.7 3.3 30 100.0 












実 施 ~Iミ 施 必に1"
n % n % n % 
不参加i裂 7 10.5 6 89.5 13 100.0 
休日参加型 16 41.9 18 58.1 34 100.0 
積極参加袈 13 77.4 17 22.6 30 100.0 







Z守$i的Iη)，そして幼児のi活苫動f怯性1:についての分析結果を丹用3れL、た O その結果，以 Fの点が明らかとなった。
1.幼児の運動・運動遊びへの保護者の関わりについては保護者が幼兇と一緒に遊ぶかどうかの頻度に












遊び相手は， i兄弟・姉妹(40.7%)J ， i友達(33.3%)J ， i保護者ー (22.2%)Jの1自に多くなっていた。 運
動・スポーツの習い事に関しては，全体で約半数の幼児が習し斗1に通い，学年の進行によりその割合は高く
なっていた(p<O.Ol)。特に年長クラスでの実施王子三は77.4%とかなり高率であった。
3.保護者の参加形態が，幼兜の運動・運動遊びにig響を及ぼしていたのは，遊び場所の志向性(p<
0.05)，室内での遊び方の志向性(p<O.Ol)ラ幼児の活動性(p<0.05)であった。すなわち，保護者がfrtE寝泊
に幼先の運動・運動遊びに参加しているとう幼克は活動的な戸外での遊びを行い，室内においても動的な遊
びをよくすることがわかり，幼児の活動性が高まることが示唆された。
以上ーより，幼児の運動・運動遊び、への保護者の関わり方によって幼児の活動性に路響を与えることが判
明した。言い換えれば、幼児の運動.J筆頭!遊びを増 I~屈させるには幼児教育での取り組みが震嬰で、あるのと
悶様に，保護者自身が運動やスポーツに対しJ!1解，好意を持ち，幼児と一緒に体を動かすことや運動遊び:を
通じて幼究と接する機会を増やすことが， i運動遊び好きJの幼児を育てていく鍵になると思われる。
但し，本研究における分析対象数が少数であったことから，分析結果についてはラ一般的な論究には限界
があり，分析対象幼稚闘における特性として解釈することが妥当と考えられる。また，いくつか残された課
題もあり，幼児の活動性に関して多様な祝点から今後検討を加えていきたい。
本研究の実施にあたり，調資にご協力頂きました保護者の皆様に深く感訪れ、たします。
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